
草津市地域公共交通網形成計画（案）に係るパブリックコメントの実施結果について 

 

草津市地域公共交通網形成計画（案）につきまして、パブリックコメントを実施しましたとこ

ろ、貴重な御意見をいただき、ありがとうございました。 

 お寄せいただきました御意見に対する市の考え方を以下のとおりまとめましたので、公表し

ます。御意見の内容につきましては、今後施策を推進するにあたり、参考にさせていただきま

す。 

  

（１） パブリックコメントの実施結果 

１ 実施期間：平成３０年７月１５日から平成３０年８月１４日まで 

２ 意見提出者数： ３人 

３ 提出方法 

    直接提出：０通 
    FAX   ：２通 
    メール  ：１通 

４ 意見総数：５件 

 

（２）寄せられた意見 

No 意見の概要 市の考え方 

１ 

「誰もがいつでも安心して移動で

きる持続可能で健幸な交通まちづく

りの実現」を目指して福祉との連携

を考えるなら、移動支援サービスを

利用する場合の条件を変えることが

必要と思う。 

また、公共施設等の閉館時間を

考慮した民間バスやまめバスの運

行ダイヤの見直しを、自家用車の利

用を減らすという意味でも、対策を

講じてもらいたい。 

 

御意見の内容を参考にしつつ、

「コンパクトシティ・プラス・ネットワ

ーク」の実現に向けた具体的な取

組を今後、検討してまいります。 

  



２ 

電車に比べてバスの運行本数が

極端に少ないため、単なる公共交通

機関の確保に留まらず、運行本数

を増やし、自家用車がなくても移動

しやすい環境づくりが大切だ。 

また、市内を自由に行き来する上

で、一日フリーパス（一日５００円程

度が望ましい）の検討には賛成だ。 

 

御意見の内容を参考にしつつ、

「コンパクトシティ・プラス・ネットワ

ーク」の実現に向けた具体的な取

組を今後、検討してまいります。 

３ 

免許保有率の目標値について、

高齢者の免許証保有率が増えてい

る中で６６．６％以下となったとして

も、高齢者の免許証保有者数が増

えれば目標達成とはならないので

はないか。 

免許証の返納が進まない背景に

は、交通手段がない、不便という理

由が統計で出ている。 

 

高齢者が運転免許証を自主返

納しやすい環境づくりを進め、運

転免許証自主返納者を増やすこと

により、運転免許証保有率を現状

の６６．６％以下に抑える目標値と

しております。 

４ 

草津市地域公共交通活性化再生

協議会について、交通事業者の中

には、福祉輸送や福祉有償旅客運

送や介護タクシーなど、きめ細かい

隙間の交通利用者の移動を担って

いる事業所を入れることや、高齢化

が進むことから、ケアマネ等の福祉

現場からの意見も望ましいと考え

る。 

 

草津市地域公共交通活性化再

生協議会の委員構成については、

御意見の内容を参考にしつつ、今

後、見直しを含めて検討してまいり

ます。 

 

  



５ 

地域支え合い運送支援事業は、

利用者の危険度が高いこと、運転リ

スクが高いこと、補償が充実してい

ないこと、健康管理、飲酒検査等が

確立されていないことなどから、ボラ

ンティア活動であるが、はたして有

意義といえるかという点で疑問の施

策である。 

助成をする地域交通として、守山

市のように福祉有償旅客運送等の

法律（道路運送法第７９条）に定めら

れた事業所の充実、もしくは福祉輸

送（道路運送法第７８条）などの利

用者の安全を重視した輸送の活用

をすべきと考える。 

 

地域支え合い運送支援事業に

ついては、事業主体において運行

上の安全確保や、利用者への運

行内容の周知に努めていただく必

要がありますものの、地域内にお

ける障害のある方や高齢者等の

移動支援だけではなく、地域での

支え合いやつながりも高まっていく

という観点から、有意義な施策で

あると考えております。 

また、福祉有償運送事業につい

ては、御意見の内容を参考にしつ

つ、今後、見直しを含めて検討して

まいります。 

 

（３）計画（案）への反映について 

   パブリックコメント実施結果を踏まえた、計画（案）の修正・変更はありません。 


